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１ 発生日時 

2 月○○日 午前 2 時○○分 

 

２ 概要 

夫婦が２階で就寝中，階段室天井の住宅用火災警報器が鳴動した。 

警報音に気付いた夫が１階に行くと，リビングのカーペットが燃えてい

るのを発見。火災の事実を妻に知らせた後，自身の携帯電話で 119 番通報。

その後，夫婦で水バケツ，カーテンを使用し初期消火を成功させた。 

これらの出来事により，本件は，深夜帯の発生にもかかわらず，床面積

にして 1 ㎡の焼損で消し止められた火災となった。 
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深夜に住警器警報音で目覚め，初期消火が成功した事例


